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筆者はさきに，国際植物命名規約に手引きされてい

る文献の引用法について紹介した(小林 1977)。その

後，雑誌“藻類"の編集に携わってみると，これだけ

では十分でないことを痛切に感じたものである。とい

うのは，これでは逐次刊行物の引用法には詳しいが，

単行本や単行本中の一章，または叢書の中の一間ある

いはその一章をどのように引用するかが，しばしば問

題となるためである。雑誌“薬類"の体裁を26巻より

改訂するに当って，投稿案内も改訂する必要があり，

この問題について，欧米の刊行物などにつき検討を行

ったところでは，句読点をどうするかというようなマ

イナーな点ではそれぞれ違いはあっても，一定の基準

というものがあることがわかり，ある程度の見通しを

得たので，ここに紹介したい。

1_ 文献引用の条件

文献引用欄に文献を引用する目的は，読者に原著の

概要を伝えることと，読者が興味をもち，同じ文献を

参照したいとき，図書館なと.に行って目的の著書をさ

がし当てることができることの 2点にあると恩われる。

この場合，始めの条件を満すためには，多少のスベー

スは必要となるが，タイトノレぐらいは省略しないで掲

載する必要があり，また第二の条件を満すためには，

図書目録がどのようにして作られているかを知り，そ

れに合わせて引用法も考えられなければならない。

II. 図書目録について

図書目録がどのように作られているかは，目的とす

る論文なり著作なりに到達することと密接な関係にあ

る。そのため，日本目録規則 (1965，1977新版ー予備

版)および米英目録規則 (1966，1968日本版)などか

ら，その概略を紹介したい。

図書目録，下に示す(1)-14)の項目からできている。

(1) 標目:記入の最初に記載され，図書の排列や検索

の手がかりとなるもの。科学論文では著者名が標目

として取り上げられる。

(2) 標題または書名(タイトル):目録の最重要部分で

これには巻 (vol.)と号 (no.)までが含まれる。

(3) 対照事項:頁数，冊数，図，大きさなど，著作を

物理的対象として記述する事項。

(4) 出版事項:出版地，出版社，出版年など。文献引

用では，通常出版年は著者名のあとに行き，出版社

出版地の順で記入される。

図書目録が上述の 4つの要素からなっているので，

文献引用も，この 4つの条件を満していればよいし，

引用に当つての句読点の使用も，この 4つの要素をは

っきりと対等に分けるような方法で行なわれれぽよい

筈である。

111. 具体的引用例

今まで述べてきたことから，文献引用では，原著の

概要を伝えることと(以下A条件とよぶ)，図書カード

で引き当てること(以ドB条件とよぶ)の 2条件を満

足させるような引用をしなければならない。この点を

もとに，以下若干の引用例についてふれてみたい。

(1) 単行本の引用:単行本の引用では著者と図書目録

の標目は共通する。したがって (B)条件についての

みの引用でよい。
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〔例 a) 広瀬弘幸.0)1959. (')藻類学総説.∞ 1~6， 1 

-9， 1 ~5， 1 ~2， 1-506， 1， 1-87. (町内問老鶴岡，

東京fり。

(例 b) 広瀬弘幸.川 1959.(')藻類学総説 (2)内田老

鶴岡，東京りまたは (1959)。

(注1) 出版事項を分け，出版年を標目の次に置くこ

とが多いが，最後にもってきてもよいし，また括弧

でくくってもよ L、。

(注 2) .qi.行本の場合，対照事項は通常省く。参照さ

せたいTI数を指示したいときは，本文中の引用で行

なう方がよい。....岡村(1967p. 56)によって発

見されたものである・・・・・・，などとする。

(注3) 句読点は;， :， ・の順でより強い停

止を表わすものと考えてよいが，国際櫛物命名規約

(小林 1977)などでは，各項目をピリオドで切る方

法を取っている。しかし，標目(著者名)のあとは

ピリオドを省いたり，ピリオドより弱L、コロン(; ) 

で切ったりもする.また標題(タイトル)は原著に

忠実に引用する。

({91j c) Stearn， W. T.(1) (1966). 80tanical latin.∞ 
i-xiv， 1-566.(3) Nelson， London.川

(注 4) 混同をさけるためには，著者名はフルネーム

で書くのが理想的であるが長くなりすぎるので，通

常省略が行われる。著者が2人以上のときは，ファ

ーストオーサーのみラーストネームを前に出す方法，

(Drum， R. W. and J. T. Hopkinsまたは， Coombs， 

T.， P. J. Halicki and B. E. Volcani) まTこt主，
すべてについてラーストネームを前に出す方法が用

いられる， (Drum， R. W. and Hopkins， J. T.). 

(2) 単行本中の 1章または 1論文の引用:通常単行本

中の l論文についてまでは図書目録に取られていな

いので， (A)， (8)の2本立てで引用する。 (A)の

引用法は(8)に準じて行なう。

((7iJ d) (A、Drebes，G. (1) 1977. (') Sexuality， (2) 250-

283.向 (B)1nD. Wernes (ed.)，O) The biology of 
diatoms.ωi-vii， 1-498.伺 81ackwellSci. Pub.， 
London.(') 

(注 5) 出版年は(A)で挙げてあるので(8)では省略

し，また(8)の書き出しは通常 Inで始める。その

方法としては，① InD. Werner's The biology of 

diatoms.② 1 n D. W erner， The biology. . . .③ 

In D. Wermer ed.， The biology.... ④ 1n; 

Werner， D. The biology... などいろいろある

が，編者 (editor) にも，その書物の内容に対する

関与の程度に差があり，第3者には判然としない場

合が多いので，不確定事項を示す角括弧でくくり，

In D. Werner (ed.)， The biology of diatoms. 
のように引用する例が多くなってきている。なお in

が著者名のみにかかるのはまずいので標題までを 1

文として句読点を打つ。

〔秒'IJ e) (A)広瀬弘幸・平野実.0)1977.切藍藻綱.ω

1-151.切広測弘幸・山岸高旺編.日本淡水藻類図

鑑.(2) 1-25， 1-933.町内田老鶴岡，東京.川

(3) 叢書中の 1分冊の引用:特にモノグラフなどでは

この例が多い。

日目UfJ (A)Hustedt， F. (1) 1930.(') 8acillariophyta 

ed. 2.∞ i-viii， 1-466.(3) (B)1n A. Pascher 

(ed.)， Susswasser-Flora Mitteleuropas no. 10.ω 
Gustav Fischer， Jena(の.

(注) 標題は原著に忠実に引用するという主旨からは

ed. 2は Aufl.2.， no. 10は Heft10と引用する

のがすじであるが， vol. no. ser. ed.など英語に

訳して引用する方がわかりやすい。なお刷り(増し

刷り impression， print， Abdruck， Druck， 

Abzug)は通常引用しない。

(4) 研究雑誌(逐次刊行物)の 1論文の引用・論文の

文献引用としては，この場合が最も多い。したがって，

国際植物命名規約の中にも，この場合を中心として

guideされている(小林 1977)。①巻次はゴシック

体にしてコロンで切り，次に頁数を打つ。②通常出

版地，出版社は省略する。など独特の扱いがなされ

ることになっている。このような慣例に従うと，か

えって雑誌であることがはっきりするので都合がよ

し、。

cf列Ijg) (A)森通保 0)1970.<') Batrachospermum 

ectocaゆum Sirod. の分類学的研究 (2) (B)藻類.
8(2): 1-8. (3) 

[例 h) (A)Mori， M.O) 1975.(') Studies on the 

genus Batrachospermum in Japan. (2) (B)Jap. 

Journ. 8ot. 20(2); 461-485.臼〉
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